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論  文  内  容  の  要  旨  

脳内に沈着する鉄の代表的なものにフェリチンとへモジデリンがあげられる。フェリチンは，パーキンソン病などの疾患  

や加齢に伴って，淡蒼球・被殻・赤核・黒質・小脳歯状核などに沈着し得ることはよく知られている。一方，ヘモジデリン  

は，海綿状血管腫・アミロイド脳血管症・びまん性軸索損傷などの疾患において脳実質に沈着し得る。フェリテン・ヘモジ  

デリンはともに，磁気共鳴画像（magnetic resonanceimaging，MRI）のT2強調画像やT2＊強調画像で低信号を呈し得る。  

そのうち，へモジデリンの検出にはT2＊強調画像が最も優れていることはよく知られている。フェリチンの検出にもT2＊  

強調画像が最も優れているとする記載が多いが，定量的に証明した報告はこれまでにない。本研究は，COnVentionalspin－  

echo（SE）法を用いたT2強調画像，fastSE法を用いたT2強調画像およびgradient－eCho法を用いたT2＊強調画像上での，  

フェリチンおよびへモジデリンの深部自質に対するコントラストを測定し，フェリチンおよびヘモジデリンの検出に最も優  

れたMRI振像法が何であるかを検討した。  

【対象及び方法】脳海綿状血管腫の患者14名を対象に，COnVentionalSE法を用いたT2強調画像，fastSE法を用いたT2  

強調画像およびgradienトecho法を用いたT2＊強調画像を撮像した。海綿状血管腫（ヘモジデリン沈着部位），淡蒼球およ  

び被殻の，深部自質（前頭葉）に対する信号強度比を測定し，それぞれの，上記3種類の撮像方法間における統計学的有意  

差を検討した。  

【結果】海綿状血管腫のへモジデリン沈着部位の深部白質に対する信号強度比は，gradient－eCho法を用いたT2＊強調画  

像においてconventionalSE法を用いたT2強調画像よりも有意に小さく（P＝0．0001），COnVentionalSE法を用いたT2強  

調画像においてfast SE法を用いたT2強調画像より有意に小さかった（P＝0．0001）。淡蒼球の深部自質に対する信号強度  

比は，COnVentionalSE法を用いたT2強調画像においてgradient－eCho法を用いたT2＊強調画像よりも有意に小さく（P＝  

0．0002），gradient－eCho法を用いたT2＊強調画像においてfast SE法を用いたT2強調画像より有意に小さかった（P＝  

0．0002）。被殻の深部自質に対する信号強度比はconventionalSE法を用いたT2強調画像においてgradient－eCho法を用い  

たT2＊強調画像よりも有意に小さかったが（P＝0．001），T2＊強調画像とfast SE法を用いたT2強調画像との間には有意差  

がなかった（P＝0．90）。  

【結論】ヘモジデリンの検出には従来の報告通りgradient－eCho法を用いたT2＊強調画像が最も優れていたが，フェリチ  

ンの検出には，従来考えられていたことと異なり，COnVentionalSE法を用いたT2強調画像が最も優れていることが明ら  

かになった。フェリチンの検出には，gradient－eCho法を用いたT2＊強調画像ではなく，COnVentionalSE法を用いたT2強  

調画像を撮像すべきである。  
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

脳内のフェリチンとへモジデリンは，MRIのT2強調像やT2＊強調像で低億号として描出され得る。本研究では，脳海綿  

状血管腫患者14名を対象に，COnVentionalspin－eCho（CSE）法を用いたT2強調像，fast spin－eCho（FSE）法を用いたT2  

強調像およびT2＊強調像上での，淡蒼球・被殻（フェリチン沈着部位）および海綿状血管腫（ヘモジデリン沈着部位）の深  

部自質に対する信号強度比を測定し，脳内鉄の検出に至適な撮像法が何であるか検討した。海綿状血管腫の信号強度比は，  

T2＊強調像においてCSE法を用いたT2強調像よりも有意に小さく，CSE法を用いたT2強調像においてFSE法を用いたT2  

強調像より有意に小さかった。淡蒼球の信号強度比は，CSE法を用いたT2強調像においてT2＊強調像よりも有意に小さく，  

T2＊強調像においてFSE法を用いたT2強調像より有意に小さかった。被殻の信号強度比はCSE法を用いたT2強調像にお  

いてT2＊強調像よりも有意に小さかったが，T2＊強調像とFSE法を用いたT2強調像との間には有意差がなかった。ヘモジ  

デリンの検出にはT2＊強調像が最も優れていたが，フェリチンの検出には，CSE法を用いたT2強調像が最も優れているこ  

とが明らかになった。   

以上の研究は脳に鉄沈着を来しうる疾患における至適撮像方法を明らかにし，脳疾患の画像診断に寄与するところが大き   

い。   

したがって本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。   

なお，本学位授与申請者は，平成15年12月26日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け，合格と認められたものであ  

る。  
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